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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】外観不良を抑えることができる冷蔵庫を提供す
る。
【解決手段】前面に開口部を有する野菜室と、野菜等の
貯蔵物を収納するとともに前後にスライド可能に支持さ
れる収納ケース３８とを備えた冷蔵庫において、収納ケ
ース３８の底壁３８ｄの外面に短手方向にのみ延びて長
手方向に並設されるリブ４５と、底壁３８ｄの内面に短
手方向に延びる溝部４６とを設け、リブ４５が溝部４６
の側壁４６ａに沿って形成される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に開口部を有する貯蔵室と、貯蔵物を収納するとともに前後にスライド可能に支持
される収納ケースとを備えた冷蔵庫において、
　前記収納ケースの底壁の外面に短手方向にのみ延びて長手方向に並設されるリブと、底
壁の内面に短手方向に延びる溝部とを設け、前記リブが前記溝部の側壁に沿って形成され
ることを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記収納ケースの左右方向の長さは前後方向の長さよりも短いことを特徴とする請求項
１又は２に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記リブが前記リブの延びる方向に複数に分割されることを特徴とする請求項１又は２
に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記収納ケースを支持するとともに前後にスライドして貯蔵室の前面を開閉する扉と、
前記扉の両側部の背面側から後方に延びるフレームと、前記貯蔵室の両側壁に設けられて
前記フレームを案内するガイド部と、前記収納ケースの前壁の上端部から前方に突出する
突出部とを備え、
　前記収納ケースが両側壁の前端から所定距離離れて前記フレーム上に載置され、前記突
出部が前記扉の背面に設けた支持部の上面に当接又は近接することを特徴とする請求項１
～３のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記収納ケースが前記リブの両端部に下方に突出する突設部を有し、前記貯蔵室の底壁
上を移動することを特徴とする請求項１～３に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は収納ケースを備えた冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の冷蔵庫は特許文献１に開示されている。この冷蔵庫は貯蔵室を有し、貯蔵室内に
は引き出し式の収納ケースが設けられている。収納ケースは上面が開口した開口部を有し
、収納ケースの底壁の外面には格子状のリブが設けられている。リブを設けることにより
、貯蔵物が収納された際の撓みを抑え、収納ケースの底壁を補強している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４３０１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来の冷蔵庫によると、収納ケースの成形時にリブによるヒケが底壁に発生するこ
とがある。これにより、収納ケースの底壁の内面からヒケが見えるため、外観不良が発生
する問題があった。
【０００５】
　本発明は、外観不良を低減することができる冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明の冷蔵庫は、前面に開口部を有する貯蔵室と、貯蔵物
を収納するとともに前後にスライド可能に支持される収納ケースとを備えた冷蔵庫におい
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て、前記収納ケースの底壁の外面に短手方向にのみ延びて長手方向に並設されるリブと、
底壁の内面に短手方向に延びる溝部とを設け、前記リブが溝部の側壁に沿って形成される
ことを特徴とする。
【０００７】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記収納ケースの左右方向の長さは前後方
向の長さよりも短いことを特徴とする。
【０００８】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記リブが前記リブの延びる方向に複数に
分割されることを特徴とする。
【０００９】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記収納ケースを支持するとともに前後に
スライドして貯蔵室の前面を開閉する扉と、前記扉の両側部の背面側から後方に延びるフ
レームと、前記貯蔵室の両側壁に設けられて前記フレームを案内するガイド部と、前記収
納ケースの前壁の上端部から前方に突出する突出部とを備え、前記収納ケースが両側壁の
前端から所定距離離れて前記フレーム上に載置され、前記突出部が前記扉の背面に設けた
支持部の上面に当接又は近接することを特徴とする。
【００１０】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記収納ケースが前記リブの両端部に下方
に突出する突設部を有し、前記貯蔵室の底壁上を移動することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によると、収納ケースの底壁の外面に形成されるリブが内面に形成される溝部の
側壁に沿って形成されるため、収納ケースの成形時にリブによるヒケが底壁に発生しても
、溝部の側壁に沿って発生するため、ヒケを目立たなくすることができる。従って、外観
不良を低減することができる。また、リブにより収納ケースの底壁を補強することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態の冷蔵庫を示す正面図
【図２】図１のＡ－Ａ断面図
【図３】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の仕切壁の側面断面図
【図４】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の収納ケースの斜視図
【図５】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の収納ケースの正面断面図
【図６】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の下段ケースの底壁の側面断面図
【図７】本発明の第２実施形態の冷蔵庫の下段ケースの概略底面図
【図８】本発明の第３実施形態の冷蔵庫の下段ケースの底壁の側面断面図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　＜第１実施形態＞
　以下に図面を参照して本発明の実施形態を説明する。図１は第１実施形態の冷蔵庫１を
示す正面図を示しており、図２は図１のＡ－Ａ断面図を示している。冷蔵庫１は内箱１７
と内箱１７の外側を覆う外箱１８とを有した断熱箱体３により形成される本体部２を備え
ている。内箱１７と外箱１８との間にはポリウレタンフォーム等の発泡断熱材４が充填さ
れている。
【００１４】
　本体部２の上部には冷蔵室５が設けられている。冷蔵室５の下方には断熱材１９を充填
した仕切壁１１を介して冷凍室６及び野菜室７が左右に並設される。野菜室７には貯蔵物
を収納する収納部２５が設けられ、仕切壁１１には収納部２５に近接して収納部２５の上
面の開口部２５ａを覆う着脱可能な遮蔽部材１６が設けられている。
【００１５】
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　冷凍室６と野菜室７との間には上下に延びた縦仕切部（不図示）が設けられている。冷
凍室６は上下に設けられる上室６ａ及び下室６ｂに区画されている。
【００１６】
　冷凍室６及び野菜室７の下方には本体部２の左右に延びた仕切壁１３を介して冷凍室８
が設けられている。冷凍室８には貯蔵物を収納する収納ケース１５が設けられている。冷
凍室８の後方には機械室２０が設けられている。
【００１７】
　冷蔵室５は貯蔵物を冷蔵保存し、野菜室７は冷蔵室５よりも高温に維持して野菜等の貯
蔵物を冷蔵保存する。冷凍室６及び冷凍室８は連通し、貯蔵物の冷凍保存や製氷を行う。
機械室２０内には冷凍サイクルを運転する圧縮機２１が配されている。
【００１８】
　冷蔵室５は左右端でそれぞれ枢支された観音開きの扉５ａ、５ｂにより開閉される。冷
蔵室５内には上から順に棚５ｃ、５ｄ、５ｅ、５ｆが並設されている。棚５ｆの下方には
冷蔵室５から隔離され、冷蔵室５の底壁上を前後方向に移動するチルド室５０が設けられ
ている。なお、チルド室５０の前後方向の移動は底壁に接して摺動してもよく、棚５ｆの
下面に案内部（不図示）を設けて底壁から離れて案内部により前後方向に移動してもよい
。
【００１９】
　上室６ａの前面には引き出し式の扉６ｃが設けられ、下室６ｂの前面には引き出し式の
扉６ｄが設けられている。冷凍室８は収納ケース１５と一体のスライド式の扉８ａにより
開閉される。
【００２０】
　野菜室７には収納部２５と一体のスライド式の扉７ａが野菜室７の前面に設けられてい
る。扉７ａには扉７ａの両側部の背面側から後方に延びるフレーム７ｂ、７ｃが設けられ
ている（図５参照）。野菜室７の両側壁にはフレーム７ｂ、７ｃを案内するガイド部１４
が設けられている。フレーム７ｂ、７ｃがガイド部１４に前後方向にスライドして案内さ
れることにより、野菜室７は扉７ａにより開閉される。
【００２１】
　冷凍室６、８の背面部には冷気通路２２が設けられ、冷気通路２２には冷却器１０及び
送風機（不図示）が配され、冷凍室６、８に臨む吐出口（不図示）及び冷却器１０に冷気
を戻す戻り口（不図示）が開口する。冷却器１０は圧縮機２１に接続され、冷気を生成す
る。
【００２２】
　冷蔵室５の背面部にはダンパ（不図示）を介して冷気通路２２と連通する冷気通路２３
が設けられている。冷気通路２３には冷蔵室５に臨む吐出口２３ａが開口している。
【００２３】
　図３は仕切壁１１の前部の側面断面図を示している。仕切壁１１の上面の前部には前方
が上方に傾斜する傾斜面１１ａが設けられている。仕切壁１１には仕切壁１１を貫通して
傾斜面１１ａに設けられる冷気流出口３０と野菜室７に臨む冷気流入口３１とを開口する
連通路３２が設けられている。
【００２４】
　冷気流出口３０は下から順に複数の孔部３０ｂ、３０ｃ、３０ｄを有し、下端３０ａの
孔部３０ｂは仕切壁１１の上面よりも上方に配されている。
【００２５】
　冷気流入口３１は複数の孔部３１ａ、３１ｂ、３１ｃを有している。前方の孔部３１ｂ
、孔部３１ｃは収納部２５の上面の開口部２５ａの前端よりも前方に配されている。後端
の孔部３１ａは遮蔽部材１６の鉛直方向に対向する対向部を形成している。
【００２６】
　遮蔽部材１６は仕切壁１１の下面に沿って着脱可能に設けられ、遮蔽部材１６にはリブ
１６ａ及び凹部１６ｂ（図５参照）が設けられている。リブ１６ａは孔部３１ａよりも前
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方に配され、遮蔽部材１６の前端に左右方向に延びて上方に突出して形成されている。凹
部１６ｂは遮蔽部材１６の上面に設けられ、孔部３１ａに面した位置に配されている。
【００２７】
　冷気流出口３０の下端３０ａを形成する孔部３０ｂは孔部３１ａの鉛直上方に配されて
いる。なお、下端３０ａが孔部３１ａよりも後方に配されてもよい。
【００２８】
　収納部２５は下方に配される下段ケース（収納ケース）３８と、上方に配される上段ケ
ース３３とを有している。図４は収納部２５を下方から見た斜視図を示し、図５は収納部
２５の正面断面図を示している。下段ケース３８は左右方向の長さは前後方向の長さより
も小さく形成され、上面を開口し、側壁３８ａ、３８ｂ及び後壁の上部を切欠いた切欠部
３９を有している。切欠部３９は側壁３８ａ、３８ｂの前端から所定距離後方に設けられ
、下段ケース３８の前部には背の高い貯蔵物（２Ｌのペットボトル等）が収納される。
【００２９】
　側壁３８ａ、３８ｂの上端には外側に突出するフランジ４０ｃ、４０ｄが設けられる。
フランジ４０ｃ、４０ｄは切欠部３９の下端に設けられる載置部４０ａ、４０ｂを有して
いる。載置部４０ａ、４０ｂは扉７ａの両側部から後方に延びるフレーム７ｃ、７ｄ上に
載置される。フランジ４０ｃ、４０ｄの前部はフレーム７ｃ、７ｄから離れて載置部４０
ａ、４０ｂよりも上方に配される。載置部４０ａ、４０ｂの上面には前後方向に延びるリ
ブ４０ｅ、４０ｆが設けられている。
【００３０】
　上段ケース３３は上面を開口した開口部３３ａを有し、載置部４０ａ、４０ｂ上に載置
されている。リブ４０ｅ、４０ｆにより上段ケース３３の左右方向の移動を規制している
。
【００３１】
　上段ケース３３の開口部３３ａと下段ケース３８の切欠部３９よりも前方の上面の開口
部の前部３８ｇとは遮蔽部材１６により覆われる。この時、遮蔽部材１６の側壁１６ｃ、
１６ｄにより下段ケース３８の両側壁の上部の一部と上段ケース３３の両側壁の上部とを
覆っている。遮蔽部材１６の後壁１６ｅにより上段ケース３３の後壁の上部を覆っている
。これにより、上段ケース３３は遮蔽部材１６によって保湿され、下段ケース３８内は遮
蔽部材１６及び上段ケース３３により保湿される。
【００３２】
　下段ケース３８の前壁３８ｃの上端の両側部には載置部４０ａ、４０ｂよりも上方に配
されて冷気の流通を確保できるように前方に突出する突出部４１ａ、４１ｂが設けられて
いる。この時、突出部４１ａ、４１ｂは冷気流出口３０（図３参照）と左右方向に異なる
位置に配されている。扉７ａの背面には段差により形成される支持部７ｄが設けられ（図
３参照）、突出部４１ａ、４１ｂは支持部７ｄの上面に当接又は近接している。なお、支
持部７ｄを扉７ａの背面に突出する突出部材により形成してもよい。
【００３３】
　フレーム７ｃ、７ｄに支持される載置部４０ａ、４０ｂは下段ケース３８の上下方向の
略中央部に配される。このため、載置部４０ａ、４０ｂよりも下方の高さが小さく、下段
ケース３８の抜き勾配により左右方向に減少する幅Ｄ１を小さくできる。このため、下段
ケース３８の左右方向の幅を大きく形成できる。また、載置部４０ａ、４０ｂ上に載置さ
れる上段ケース３３をフレーム７ｃ、７ｄの鉛直上方に配置することができ、上段ケース
３３の左右方向の幅を大きく形成できる。従って、収納部２５の内容量を大きくすること
ができる。
【００３４】
　下段ケース３８の底壁３８ｄの外面には底壁３８ｄを補強する複数のリブ４５が立設し
ている。図６は下段ケース３８の底壁３８ｄの側面断面図を示している。
【００３５】
　下段ケース３８の底壁３８ｄの内面には給水や貯蔵物から漏れた液体を流して貯蔵物と
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の接触を防止する複数の溝部４６が凹設されている。リブ４５及び溝部４６は下段ケース
３８の短手方向（左右方向）に延びて形成され、長手方向（前後方向）に複数並設されて
いる。この時、リブ４５が溝部４６の側壁４６ａに沿って形成されている。
【００３６】
　このため、下段ケース３８の成形時にリブ４５によるヒケが発生しても溝部４６の側壁
４６ａに沿って発生するため、ヒケを目立たなくすることができる。従って、下段ケース
３８の美観を向上することができる。この時、リブ４５及び溝部４６を短手方向にのみ延
びて形成すると、長手方向にのみ延びた形成して比較品と比較して底壁３８ｄの撓みが小
さくなった。このため、リブ４５及び溝部４６を短手方向にのみ延びて形成することによ
り、美観を向上して底壁３８ｄの撓みの小さい下段ケース３８を得ることができる。尚、
上段ケース３３や他の貯蔵室の収納ケースに同様のリブ４５及び溝部４６を設けてもよい
。なお、溝部４６の側壁４６ａは傾斜していてもよい。
【００３７】
　また、チルド室５０は下段ケース３８と同様に底壁５０ａの内面には複数の溝部（不図
示）が凹設され、外面にはリブ５１（図１、図２参照）が設けられている。リブ５１及び
溝部はチルド室５０の短手方向（左右方向）に延びて形成されている。この時、リブ５１
が溝部の側壁に沿って形成されている。また、チルド室５０はリブ５１の両端部に下方に
突出する突設部５２ａ、５２ｂを有している。これにより、チルド室５０と冷蔵室５との
接触面積を減らし、容易にチルド室５０が前後方向に移動することができる。
【００３８】
　上記構成の冷蔵庫１において、圧縮機２１及び送風機（不図示）の駆動によって冷気通
路２２を流通する空気が冷却器１０と熱交換して冷気が生成され、吐出口から冷凍室６、
８に吐出され、戻り口を介して冷却器１０に戻る。これにより、冷凍室６、８内が氷点よ
りも低温に維持される。
【００３９】
　ダンパ（不図示）が開かれると冷気通路２２を流通する冷気の一部が冷気通路２３に流
入し、吐出口２３ａから冷蔵室５に吐出される。冷蔵室５に吐出された冷気により冷蔵室
５、チルド室５０内が冷却され、冷蔵室５、チルド室５０内が氷点よりも高温に維持され
る。冷蔵室５、チルド室５０を流通した冷気は連通路３２を介して冷気流入口３１から収
納部２５の開口部２５ａの前端よりも前方に冷気が吐出される。冷気は野菜室７に流入し
て収納部２５の下方や側方を流通し、戻り口（不図示）を介して冷却器１０に戻る。これ
により、野菜室７が冷蔵室５よりも高温に維持される。
【００４０】
　ユーザの使用により、冷蔵室５内に結露水や貯蔵物から漏れた液体が溜まった場合に、
液体は冷気流出口３０の下端３０ａの孔部３０ｂから流出する。そして、液体が孔部３１
ａから下方に滴下し遮蔽部材１６により受け止められて凹部１６ｂ内に回収される。
【００４１】
　本実施形態によると、下段ケース３８の底壁３８ｄの外面に形成されるリブ４５が内面
に形成される溝部４６の側壁４６ａに沿って形成される。このため、下段ケース３８の成
形時にリブ４５によるヒケが底壁３８ｄに発生しても、溝部４６の側壁４６ａに沿って発
生するため、ヒケを目立たなくすることができる。従って、外観不良を抑えることができ
る。また、リブ４５により下段ケース３８の底壁４６ａを補強することができる。
【００４２】
　また、下段ケース３８の左右方向の長さは前後方向の長さよりも短い。このため、下段
ケース３８の左右方向の長さが前後方向の長さよりも長い場合に比べると、溝部４６に液
体が貯液された場合に下段ケース３８を前後にスライド移動した際、液体の移動を少なく
することができる。これにより、貯蔵物に液体の付着することを抑えることができる。
【００４３】
　また、下段ケース３８が両側壁３８ａ、３８ｂの前端から所定距離離れてフレーム７ｂ
、７ｃ上に載置され、突出部４１ａ、４１ｂが扉７ａの背面に設けた支持部７ｄの上面に
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当接又は近接する。これにより、下段ケース３８に重量の大きい貯蔵物を載置することが
できるとともに、リブ４５により下段ケース３８の撓みを低減することができる。
【００４４】
　また、チルド室５０がリブ５１の両端部に下方に突出する突設部５２ａ、５２ｂを有し
、冷蔵室５の底壁上を移動するため、チルド室５０は冷蔵室５の底壁上を容易に前後方向
に移動するとともに、チルド室５０を補強してチルド室５０のヒケを目立たなくすること
ができる。
【００４５】
　（第２実施形態）
　次に図７は第２実施形態の冷蔵庫１の下段ケース３８の概略底面図を示している。説明
の便宜上、前述の図１～図６に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付してい
る。本実施形態は第１実施形態のリブ４５の形状が異なっている。その他は第１実施形態
と同様である。
【００４６】
　リブ４５はリブ４５の延びる方向（左右方向）に複数に分割され、それぞれのリブ４５
の間には隙間４７が形成されている。
【００４７】
　上記構成の冷蔵庫１において、圧縮機２１及び送風機（不図示）の駆動により冷気が生
成され、冷気は隙間４７を介して下段ケース３８の下方を流通する。これにより、下段ケ
ース３８の下部に冷気のよどみを抑え、底壁３８ｄに結露を抑制することができる。
【００４８】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様に効果を奏することができる。また、リブ４
５はリブ４５の延びる方向（左右方向）に複数に分割されているため、下段ケース３８の
下部に冷気のよどみを抑え、底壁３８ｄに結露を抑制することができる。
【００４９】
　（第３実施形態）
　次に図８は第３実施形態の冷蔵庫１の下段ケース３８の底壁３８ｄの側面断面図を示し
ている。説明の便宜上、前述の図１～図６に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符
号を付している。本実施形態は第１実施形態のリブ４５の個数が少なくなっている。その
他は第１実施形態と同様である。
【００５０】
　リブ４５は底壁３８ｄが内面に形成される溝部４６の側壁４６ａの側壁４６ａのみに沿
って形成され、側壁４６ｂに沿っては形成されていない。これにより、第１実施形態に比
べ、それぞれのリブ４５間を大きくすることができる。
【００５１】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様の効果を奏することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明によると、収納ケースを備えた冷蔵庫に利用することができる。
【符号の説明】
【００５３】
　　　１　　冷蔵庫
　　　２　　本体部
　　　３　　断熱箱体
　　　４　　発泡断熱材
　　　５　　冷蔵室
　　　５ａ、５ｂ　扉
　　　５ｃ、５ｄ、５ｅ、５ｆ　棚
　　　６　　冷凍室
　　　６ａ　上室
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　　　６ｂ　下室
　　　６ｃ、６ｄ　扉
　　　７　　野菜室
　　　７ａ　扉
　　　７ｂ、７ｃ　フレーム
　　　７ｄ　支持部
　　　８　　　冷凍室
　　　１０　　冷却器
　　　１１　　仕切壁
　　　１１ａ　傾斜面
　　　１３　　仕切壁
　　　１４　　ガイド部
　　　１５　　収納ケース
　　　１６　　遮蔽部材
　　　１６ａ　リブ
　　　１６ｂ　凹部
　　　１６ｃ、１６ｄ　側壁
　　　１６ｅ　後壁
　　　１７　　内箱
　　　１８　　外箱
　　　１９　　断熱材
　　　２０　　機械室
　　　２１　　圧縮機
　　　２２　　冷気通路
　　　２３　　冷気通路
　　　２３ａ　吐出口
　　　２５　　収納部
　　　２５ａ　開口部
　　　３０　　冷気流出口
　　　３０ａ　下端
　　　３１ｂ、３１ｃ、３１ｄ　孔部
　　　３１　　冷気流入口
　　　３１ａ　孔部、対向部
　　　３１ｂ、３１ｃ　孔部
　　　３２　　連通路
　　　３３　　上段ケース
　　　３８　　下段ケース（収納ケース）
　　　３８ａ　側壁
　　　３８ｂ　側壁
　　　３８ｃ　前壁
　　　３８ｄ　底壁
　　　３８ｅ、３８ｆ　切欠部
　　　３８ｇ　前部
　　　３９　　切欠部
　　　４０ａ　載置部
　　　４０ｂ　載置部
　　　４０ｃ、４０ｄ　フランジ
　　　４０ｅ、４０ｆ　リブ
　　　４１ａ、４１ｂ、４１ｃ　突出部
　　　４５　　リブ
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　　　４６　　溝部
　　　４６ａ　側壁
　　　４７　　隙間
　　　５０　　チルド室
　　　５０ａ　底壁
　　　５１　　リブ
　　　５２ａ、５２ｂ　　突設部

【図１】 【図２】
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